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審査の結果の要旨 

 

論文提出者氏名 保城広至 

 

 保城広至氏の提出した「アジア地域主義外交の展開と蹉跌：1952-66」と題する論文

は、第２次世界大戦後に日本が主権を回復した 1950 年代から高度成長期に入る 60 年代

にかけて、日本政府が幾度も試みながらもなかなか日の目を見なかったアジア地域協力

枠組み構想について網羅的に分析し、従来の戦後日本外交に関する類型論的通説を根本

的に修正するとともに、1990 年代以降になって初めて注目され始めた日本のアジア地

域主義外交についての研究を時期的に大きく遡らせたものである。論文は全９章から構

成され、Ａ４用紙で約２２０ページ、４００字詰め原稿用紙に換算して約８００枚の分

量である。 

 本論文の目的は、なぜ日本は戦後間もない時期にアジア地域主義を唱えたのか、それ

を出現せしめた要因は何だったのか、日本が作ろうと試みた地域枠組みにはどのような

政策意図が込められていたのか、そしてまた、日本の諸構想が最終的に蹉跌する要因は

何だったのか、という問いに、アジア地域主義外交を展開するにいたった日本政府の政

策形成過程を追い、日本の構想が投げ込まれたアジア・太平洋の国際関係、特に米国と

の関係を分析することによって、答えることである。 

 

 具体的には、まず序章「「戦後アジア主義」と日本の地域主義外交」では、問題の所

在を明らかにし、先行研究批判を展開する。第２次大戦後の日本外交は、もっぱら首相

の政治的志向性と連動させて歴代内閣の外交姿勢を対米協調か対米自主かという２項

対立的に捉え、後者に傾いた内閣がアジア地域主義外交を展開するという図式で理解さ

れてきた。しかし、このような図式が実際に日本政府の進めてきた外交の現実とは異な

る、という事実が保城氏の研究の出発点であり、本論文では、対米協調外交とアジア地

域主義外交とが両立しうることを説明する理論的枠組みとして、戦前とは異なる「戦後

アジア主義」とも呼ぶことのできる日本外交の特質を提示する。 

 第１章「アジア地域主義外交展開の背景：1945-1953」では、中国や朝鮮の内戦、分

断を踏まえて、米国主導による日本の戦後復興が当時の用語法でいう東南アジア（今日

の通常の理解では「南アジアおよび東南アジア」、最近の外務省用語では「南部アジア」）

を取り込むようになったことにより、アジア地域主義外交の必要性が生まれたことが指

摘される。その大きな流れの中でアメリカと強く結びついた日本と他者としてのアジア

との関係が強く意識されるようになった一方で、アメリカを他者として、日本を含み、

日本を盟主とするアジアというまとまりも強く意識されるようになった過程が実証的

に明らかにされる。 

 第２章「「アジア・マーシャル・プラン」の幻想：1954 年」では、通説では戦後日本



 2

による初の地域主義外交と位置付けられてきた「アジア・マーシャル・プラン」構想に

ついて、実際には、その事実がそもそもなかったことを明らかにする。すなわち、本章

では、膨大な額のアメリカ援助を東南アジア開発に投入するという計画を吉田茂首相が

米国側に提示したものの拒否されたという通説は、ジャーナリズムと後世史家の作り上

げた幻想に過ぎなかったことを実証する。 

 第３章「アジア地域主義構想の不用意な乱発：1955-1956」では、鳩山政権期におけ

るアジア地域主義外交を分析する。この時期、米国政府高官に提出した「東南アジア経

済開発基金」および「アジア決済同盟」、コロンボ・プランのシムラ会議で提案した「地

域開発基金」、「短期決済金融機構」、また米国に提示した「アジア開発金融機関」と「ア

ジア開発基金」などの設立構想があった。これらは米政府内部の援助増額派の言説、あ

るいは実際の米国によるアジア援助増額という動きに触発されたものであったが、全て

頓挫する。その理由として、アジア諸国にも受け入れられず、また米政府内部で十分な

検討もされなかったことを明らかにし、日本政府の見通しの甘さを指摘する。 

 第４章「「対米自主外交」という神話：1957」では、岸内閣の「東南アジア開発基金」

構想の政策立案からその挫折に至る過程を検証する。従来「対米自主」と言われてきた

本構想は、米国の反対で頓挫したと説明されてきたが、本章の分析を通じて、実は、第

３章で分析した諸構想の運命と同工異曲であること、つまり米国のアジア政策と密接に

繋がって具体化されたものの、米国政府の動向に対する読みの甘さで挫折したことを明

らかにする。 

 第５章以降は 1960 年代を扱っている。50 年代とは異なり、高度成長を果たしたこの

時期、日本のために地域協力を行う必要性は薄れていたはずである。それにも関わらず

日本は地域主義外交を展開したのは、なぜなのか。その疑問を解くことが第５章以降の

目的である。第５章「池田政権期のアジア地域主義外交論再考：1961-62」では、米国

の対アジア政策と池田政権との関係を検証することにより、ECAFE が提案したものの日

本が消極的だった地域主義構想について、米国がアジアにおける地域主義に好意的であ

ったなら、池田政権もそれ以前と変わらない地域主義構想を提案していた可能性を示唆

する。 

 第６章「西太平洋友好帯構想の出現と挫折：1963」では、従来ほとんど実証研究の対

象にならなかった、池田政権の「西太平洋友好帯」構想を取り上げる。この構想が歴代

政権が打ち出した構想のうちで最も政治的であったことを明らかにするとともに、その

ために米国・アジア双方からの反対に遭うことになり、結局は日本からの正式な外交政

策となることはなく、葬り去られる過程を実証する。 

 そして最後の事例を扱う第７章「東南アジア開発閣僚会議のイニシャティヴとその限

界：1965-66」では、戦後初の日本政府主催の「東南アジア開発閣僚会議」が開催され

る経緯を分析する。通説では経済大国となった日本の援助増大表明と考えられてきたこ

の会議が、実はアメリカの大規模資金を導き入れるための受け皿として意図されていた
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ことを明らかにする。他方で、米国政府もアジア諸国も日本の実質的貢献を期待してお

り、このような関係国間の認識の相違が、閣僚会議の自然消滅(1974 年)を運命付けて

いたことを指摘する。 

 最終章「結論」では、先行研究を批判する形で、本論の実証分析が明らかにした諸点

を鳥瞰して行く。すなわち、対米協調外交を推進したとされる池田勇人による「西太平

洋友好帯」構想がもっとも自主的であり、これを唯一の例外として、1950 年代から 60

年代にかけての日本のアジア地域主義構想は、すべてが、アメリカの大規模資金を想定

した、開発援助枠組みあるいは貿易決済枠組みとして考案されたことが再確認される。

換言すれば、日本のアジア地域主義外交は、アメリカのアジア政策への期待の大小の関

数であり、そしてこのことは「対米協調」と「対米自主」という通説が採用してきた二

分法では説明できないことが指摘される。 

 

 以上のような内容の本論文は、第２次世界大戦後の日本外交に関する従来の研究を

実証面でも理論面でも塗り替える力作である。 

特に実証面での貢献が顕著であり、従来は個別的・断片的に議論されてきたアジア地

域主義外交について、一貫した視点から体系的・網羅的に分析したことにより、先行研

究の事実認識や解釈に大きな修正を迫っている。先行研究が日本の政策決定過程を実証

的にほとんど追うことなく結論を下してきたことの背景には、日本側資料の不足という

実態が横たわっていた。しかし 2001 年 4 月に施行された情報公開法によって、日本政

府内部の文書が閲覧可能になり、従来ブラックボックスであった省庁内部の動きを、あ

る程度把握することができるようになった。本研究は、日本の情報公開法を大いに活用

することで、従来の日本外交史研究が到達し得なかった水準の、緻密な実証分析が可能

になったと言えよう。付言すれば、外務省内部の政策形成過程のみならず、首相はもち

ろん通産省や大蔵省の役割も絡ませることに成功している。また、従来から依拠せざる

を得なかった米国政府の公文書を再調査して見直したり、イギリスやオーストラリアの

公文書を活用したりして、日本の対外政策決定過程と外交とをマルチアーカイヴァル・

アプローチにより有機的に結びつけるのに成功している。 

理論面の貢献としては、実証分析を踏まえて、通説化している「アメリカとアジアの

狭間」に置かれた日本という捉え方、そして「対米協調」と「対米自主」の間を揺れ動

く歴代内閣による外交という捉え方に対して、根本的な修正を迫っている。そして「戦

後アジア主義」という分析概念を提示して、一方ではアメリカと一体化した日本対アジ

アという軸と他方ではアジアと一体化した日本対アメリカという軸とが少なくとも当

事者にとっては矛盾無く両立している自己イメージが、1950,60 年代の日本によるアジ

ア地域主義外交を生み出す深層構造にあったことを示した。 

要するに、本論文が見事に描き出したように、「アジアの一員」でもあり、米国を始

めとする「西側陣営の一員」でもあると自らを位置付ける日本は、アメリカとアジアと
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のいわゆる「橋渡し」を試みる外交を展開し、その結果、提唱した構想は悉く頓挫する。

それは、日本の「戦後アジア主義」に基礎づけられた「アジアによるアジアのための経

済開発」というアプローチが、結局米国・アジア双方に受け容れられることもなく、日

本以外の国と共有されることはなかったことによる。このことは、ある意味で戦前のア

ジア主義とも通じる側面がある一方、1990 年代から現在にかけて展開している日本の

アジア地域主義外交にとっても他山の石になりうる指摘であり、本論文の示唆するとこ

ろは広範である。 

以上のような力作ではあるが、論じ足りない点も残っている。実証面では、日本内部

の政策形成過程の詳細さと日米外交の立体的な描き方と比べ、政策の対象となったアジ

ア諸国の反応についての実証分析が物足りない。たしかに、構想のいくつかは日米関係

のみで流産したものの、いくつかは実際にアジア諸国政府に打診されているからである。

理論面では、通説の２分法理解では現実が説明できないことはきわめて説得的に展開さ

れているが、国内の政策形成過程に関する通説と本論文の説明様式の相違についてはあ

まり十分に論じられていない。すなわち、通説の背景には首相のリーダーシップを強調

する視点があるが、本論文では官僚主導論をとっているように思われる。それらの間の

関係やその優劣は必ずしも明らかではない。また、保城氏の定義する「戦後アジア主義」

に彩られた日本の外交は、米国政府のアジア政策（特に資金提供）に対する日本側の期

待の大小の関数として捉えることができるという保城氏の結論に、一層の理論的・思想

的説明が欲しかった。しかし、このような点は、本論文の欠点というよりは、さらなる

研究で解明されるべき課題とみなすべきである。したがって、本審査委員会は博士（学

術）の学位を授与するにふさわしいものと認定する。 
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